






「要旨」

1、対象疾患として、介護面で間題の多い疾患である先天性無痛無汗症と骨形成不全症を

とりあげた。

2、先天性無痛無汗症に関しては従来その実態が明らかにされていなかったので、まず実

態調査を行った。調査は 33 例について行ったが、その合併症は一般に知られているより

はるかに、重篤で深刻なものであった。いくつかの新しい知見が得られた。

3、その中で最も問題の多い、シャルコー関節を中心とする整形外科的合併症と舌、口腔

粘膜損傷を示す歯科的合併症の対処と予防についてを取上げた。

4、無汗による体温調節障害にたいしてクールベストが用いられているが、必需品であり

さらなる開発が望まれた。

5、骨形成不全症についても、その問題点を明らかにすべく実態調査を行った。今回は中

間報告として報告する。また、患者家族の問題点ついても合せて報告した。

6、骨形成不全症の整形外科的問題としてとくに脊柱変形、脊椎変形について検討された。


